
教育と文化

　
４
月
23
日
、
伊
万
里
市
農
業
協

同
組
合
が
、
市
内
小
学
校
お
よ
び

義
務
教
育
学
校
の
５
年
生
向
け
に

補
助
教
材
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
も
の
は
、
食
農
教
材
本

『
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
』

で
す
。

　
同
組
合
の
田
中
正
昭
代
表
理
事

副
組
合
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
、

小
さ
い
頃
か
ら
農
業
に
触
れ
る
こ

と
で
『
食
』
に
関
心
を
持
つ
こ
と

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
本
を

通
じ
て
、
食
の
大
切
さ
な
ど
を
学

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

郷
土
の
文
化
財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
22
‐
１
２
１
６
）

５

年

生

向

け

食
農
教
育
補
助

教
材
本
の
寄
贈↑�寄贈を行った田中代表理事副組合長（左）

　
国
は
、
平
成
11
年
６
月
に
施
行

し
た
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
』
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た

め
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま

で
を
『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『
誰
で

も
、
ど
こ
で
も
、
自
分
ら
し
く
』

で
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

内
閣
府
が
『
人
材
の
育
成
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
』
を
軸
と
し
た

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
募
集

し
、
応
募
総
数
４
９
４
６
点
の
中

か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

６
月
23
日
〜
29
日
は
『
男
女
共
同
参
画
週
間
』

『
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
分
ら
し
く
』

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
、
学
校
、

地
域
、
家
庭
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
『
男

女
協
働
参
画
社
会
』
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
国
や
市
だ
け
で
な
く
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
私
た
ち

の
周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

● �

日
　
時
　
６
月
13
日
（
金
）
か
ら

６
月
27
日
（
金
）
ま
で

※
市
民
図
書
館
の
開
館
時
間
の
み

　
で
す
。

●� 

場
　
所
　
市
民
図
書
館

男女協働参画　出前講座
男女協働参画について理解を深めましょう

　市男女協働参画懇話会『いまりプラザ』は、
さまざまな団体の会合などに出向き、出前講
座を行っています。
　男女協働参画について、身近に感じてもらう
ため、団体や人数に応じて内容を工夫しながら
開催していますので、気軽に利用してください。

出前講座のテーマ例

・アンコンシャスバイアスについて
・男女協働参画の視点から考える防災
・ＬＧＢＴＱについて　など

● 問合先　企画政策課男女協働・婚活応援係

（☎23-2115）

国
史
跡
大
川
内
鍋
島
窯
跡
調
査
事
業

〜
日に
っ
ぽ
う
し
ゃ
し
た
か
ま
あ
と

峯
社
下
窯
跡
の
調
査
速
報
〜

↑�北西側から見た発掘調査の状況

　
市
教
育
委
員
会
は
、
大
川
内
山

に
あ
る
国
史
跡
大
川
内
鍋
島
窯
跡

の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
指
定
地

域
に
あ
る
日
峯
社
下
窯
跡
の
発
掘

を
行
っ
て
い
て
、
令
和
６
年
度
に

お
い
て
も
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
窯
跡
の
中
央
付

近
に
あ
る
第
７
焼
成
室
の
西
側
に

位
置
す
る
作
業
通
路
と
物も

の
は
ら原
（
失

敗
品
の
廃
棄
場
）を
確
認
し
ま
し
た
。

　
作
業
通
路
は
、
人
の
行
き
来
に

よ
っ
て
地
面
が
踏
み
し
め
ら
れ
硬

く
締
ま
っ
た
層
と
な
っ
て
い
て
、

物
原
の
端
に
沿
う
よ
う
な
場
所
に

位
置
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
通

路
は
窯
を
築
い
た
造
成
土
の
す
ぐ

上
を
粘
土
質
の
土
で
整
地
が
さ
れ

て
い
て
、
窯
が
作
ら
れ
た
直
後
か

ら
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
整
地
さ
れ
た
層
は
複
数
確
認
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
路
の
西

側
に
あ
る
物
原
の
堆
積
と
と
も
に

何
度
も
整
地
さ
れ
、
通
路
と
し
て

長
期
間
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、

物
原
が
大
き
く
広
が
り
、
こ
の
通

路
を
埋
め
て
し
ま
っ
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　
明
暦
３
年
（
１
６
５
７
年
）
の

大
火
で
被
災
し
た
江
戸
城
か
ら
初

期
の
鍋
島
焼
が
出
土
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
類
似
す
る
製
品
が
物

原
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
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